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1967 年 3 月 福島県立福島高校卒業
1967 年 4 月 東北大学経済学部経済学科入学
1972 年 3 月 同 卒業
1972 年 4 月 東北大学大学院経済学研究科修士課程入学
1974 年 3 月 同 修了
1974 年 4 月 東北大学大学院経済学研究科博士課程入学
1977 年 3 月 同 単位取得退学
1979 年 4 月 東北大学大学院経済学研究科研究生（1980 年 3 月まで）
1993 年 10 月 東北大学より学位取得、博士（経済学）
略歴（職歴）
1977 年 4 月 東北大学助手（経済学部）
1979 年 3 月 同 退職
1980 年 4 月 岩手大学助教授（人文社会科学部）
1995 年 4 月 同 教授
1997 年 4 月 東北大学経済学部教授
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